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１ 実施日                                            

令和７年１１月１日（土） 

２ 参加チーム                                           

１２校２４チーム １４４人（１チーム６人による団体戦） 

県立岩国高等学校  （１チーム）  県立徳山高等学校   （３チーム） 

県立山口高等学校  （３チーム）  県立宇部高等学校   （３チーム） 

県立小野田高等学校 （１チーム）  県立厚狭明進高等学校 （１チーム） 

県立下関西高等学校 （３チーム）  県立萩高等学校    （２チーム） 

県立下関中等教育学校（２チーム）  宇部工業高等専門学校 （１チーム） 

誠英高等学校    （２チーム）  慶進高等学校     （２チーム） 

３ 成績                                             

第１位 県立徳山高等学校  Ａチーム ※ ２年連続６度目の全国大会出場 

  第２位 県立山口高等学校  Ａチーム 

  第３位 県立下関西高等学校 Ｃチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

  県立徳山高等学校Ａチーム      県立山口高等学校Ａチーム   県立下関西高等学校Ｃチーム  

※ 県立徳山高等学校は、令和８年３月２０日～２３日の４日間、茨城県で開催される第

１５回「科学の甲子園」全国大会に県代表として出場する。 

４ 競技内容                                           

 筆記競技及び実技競技で競う。 

（１）筆記競技 

ア 競技時間 

90分 

イ 内  容 

チーム（６人）で知識・技能を活用する問題、思考力を問う問題（物理・化学・生物・

地学・数学・情報の６分野から各１問）に取り組む。 

（２）実技競技 

  ① 実験競技 

ア 競技時間  

60分 

イ 内  容 

ボイルの法則に関する実験を行い、結果に対する的確な判断と考察等、科学の方

法の観点から総合的に評価する。  

  ② 総合競技 

ア 競技時間  

60分 

イ 内  容 

与えられた材料を用いて製作物を作り、製作物を用いたコンテストを行う。規定

に基づいて得られる得点を競う。 
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５ 生徒アンケートの結果                                      

（回答 140人／参加者 144人） 

  

《質問１》科学の甲子園に参加しようと思った  《質問２》科学の甲子園に参加して、よかった 

理由は何ですか。                と思いますか。 

             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

《質問３》科学の甲子園に参加して、チームで  《質問４》機会があれば後輩にも参加させたい 

取り組むことは楽しいと思いましたか。     と思いましたか。 

           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の甲子園に参加しようと思った動機は様々であるが、大多数の生徒が「参

加してよかった」「チームで取り組むことが楽しい」と感じており、本大会への

参加を通じて主体的・協働的に課題解決に取り組む態度の涵養につながったと考

えられる。 
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《質問５》科学の甲子園への参加前と参加後の気持ちはどうでしたか。 

   

① 科学が好きだと思いますか。       ②  科学技術に関する学習意欲は高いと思い 

ますか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 理科・数学を勉強することは、将来の   ④  今後、理系の進路を選択しようと思い 

自分のために重要だと思いますか。            ますか 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

⑤ 科学技術を必要とする職業に就きたいと思いますか。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
各項目において、大会参加前後で生徒の気持ちに大きな変容は見られなかった

が、全項目において「思う」と回答した割合が上昇していることから、本大会は、

科学技術、理科・数学に対する興味・関心を高める効果があったと考えられる。 
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《質問６》大会に参加して、よかった点や今後変えたらよいと思う点があれば、自由に書いてく

ださい。 
 

     ア よかった点 

１ チームで同じ課題に取り組む楽しさを感じられた。 

２ 
チームで協力して課題を成し遂げる力が強まった。それぞれの長所を生かし、分担

して取り組めた。 

３ 生徒同士で対策することで学習意欲の向上につながった。 

４ 
学校ではあまり出来ない実験を、自分達で考えながらすることができ、貴重な経験

となった。 

５ 仲間と協力することで、絆が深まった。 

６ 科学に対する考えや見方が変わった。 

７ 周りにレベルの高い高校生がいて、良い刺激になった。 

８ 交流会で他校の人と話せたので、貴重な経験になった。 

９ いつものテストと違って協力して難問にチャレンジするのが新鮮で面白かった。 

10 初めて見るような問題に触れ、問題を通して新たな知識を知ることができた。 

11 情報の問題がプログラミングの要素があってとても面白かった。 

12 生物の問題が興味深くて良かった。 

13 これまでの知識の活用ができた。学んできて良かったと思った。 

14 実験のレポートなど普段できないことができた。 

15 物を作ったり、チームで試行錯誤したりすることの楽しさがよくわかった。 

16 大学の入試対策として参考になった。 

 

イ 今後変えたらよいと思う点 

１ 
筆記競技・総合競技の難易度が高く感じた。もう少し簡易なものにすると良いと感

じた。 

２ 参加可能人数を増加させて欲しい。 

３ 県大会の過去問を公開して欲しい。 

４ （総合競技について）準備期間をもっと長くして欲しい。 

５ （総合競技について）ルールをもっと分かりやすくして欲しい。 

６ 総合競技について、事前の情報不足だと思った。 
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６ 大会の様子                                     

 


